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１回 竹本 講義

２回 竹本 講義

３回 竹本 講義

４回 竹本 講義

５回 竹本 講義

６回 竹本 講義

７回 竹本 講義

８回 竹本 講義

９回 竹本 講義

10回 竹本 講義

11回 竹本 講義

12回 竹本 講義

13回 竹本 講義

14回 竹本 講義

15回 竹本 講義

家族看護学の概要

慢性の病いとともに生きる人々への看護の重要概念と理論
（セルフエフィカシー、アドヒアランス、セルフマネジメント
等）

家族への看護に関連する理論

慢性の病いを生きる人々が様々な局面で意思決定する際に必要
な看護支援について理論を学び探求する。

慢性看護における倫理的課題 慢性の病いをもつ人々と家族を取り巻く倫理的課題について探
求する。

慢性看護における倫理的課題と展望 慢性の病いをもつ人々と家族を取り巻く倫理的課題への対応と
今後の展望について探求する。

慢性看護における支援技術④
退院支援

慢性疾患やがんなどの慢性の病いをもつ人々が療養場所変更時
に必要とする退院支援、退院調整について学び、病院看護師の
役割を探求する。

慢性看護における支援技術⑤
在宅療養の支援

慢性疾患やがんなどの慢性の病いをもつ人々が在宅療養へ移行
後に必要な在宅支援について学び、看護師の役割を探求する。

慢性疾患、がん、緩和ケア、在宅ケア等に関連した国内外の医
療や社会福祉の制度と体制と日本における今後の課題について
探求する。

慢性看護に関連する制度と体制

主担当
教　員

慢性の病いとともに生きる人々への看護
に関する概念と理論

成人看護学（慢性）授業の概要
健康やQOLの概念、慢性的な健康問題の背景、慢性疾患やがんの
病態・治療の動向について概説する。

慢性の病いに関する概念と理論

慢性の病いを生きる人々が直面するさまざまな問題や課題にお
いて必要な看護支援に関する概念と理論について探求する。

慢性的な健康問題（慢性疾患やがんなど）をもつ人々や家族の
特徴を理解する。
病いの概念、慢性疾患の病みの軌跡、慢性病者の苦悩や不確か
さ、緩和ケア、トータルペインの概念などの概念や理論を通し
て理解を深める。

成人看護学（慢性）概論
慢性的な健康問題を抱える人々の理解

がんや慢性疾患によるさまざまな症状について理解し、症状マ
ネジメントするためのアセスメントと看護ケア方法について探
求する。

慢性看護における支援技術②
症状マネジメント

慢性の病いとともに生きる人々への看護
に関する概念と理論

慢性看護における支援技術①
意思決定支援

1年次
前期

慢性疾患、がん、緩和ケア等に関連したチームアプローチ、さ
まざまな連携、ソーシャルサポートについて探求する。

慢性の病いとともに生きる人々の家族に対する看護支援につい
て探求する。

慢性看護に関連する制度と体制

慢性看護における支援技術③
セルフマネジメント教育

慢性の病いと共に生きる人々がセルフマネジメントできるため
の看護支援方法としてのセルフマネジメント教育などの概念や
理論を学び探求する。

領域
必修

単位数
(時間)

授業
形態

講義

受講者への
メッセージ

成人看護学特論Ⅱ（慢性）
Theories of Adult
Nursing Ⅱ

竹本 三重子（303）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

支持科目

備考

科目等
履修生

遠隔授業

成人の慢性的な健康問題（慢性疾患やがん）をもつ人々および家族が抱える問題とその背景を学び、慢性の病いとともに生活
を営む人々や家族の理解とその看護の重要な概念や理論について探求し、成人慢性領域の看護を実践するための理論的基盤を
養う。

１．慢性の病いをもつ人々や家族が抱える問題や特徴を捉えるための概念と理論について説明することができる。
２．慢性の病いをもつ人々と家族に対する看護について概念や理論を学び、看護のあり方について考えを述べることが
　できる。
３．慢性の病いをもつ人々に関連する健康動向、医療制度、社会福祉制度について理解できる。
４．慢性の病いをもつ人々の看護実践における倫理的課題について理解できる。

必要時提示する

教科書

出席状況、プレゼンテーション、レポート等により総合的に評価する

履修
年次

選択
区分

学習項目 学習内容

家族看護学の歴史、家族看護学の基本となる諸理論を学び
家族が抱える問題と家族ケアの必要性について探求する。

科目
区分

2(30)

成績評価方法
(基準)

必要時提示する

参考書等

創造的に思考し討議することによって、現状の看護を捉え直し理解を深めることを通して探求する姿勢を養うこと
を期待します。


